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◆治療法 
【保存的治療】
●鎮痛剤や外用薬
●大腿四頭筋（ふとももの前側の筋肉）を鍛
えるなどの運動療法
●装具療法（サポーター、足底板）
●関節内注射（ヒアルロン酸）
【手術治療】
　軟骨がすり減った部分を人工の関節に置き
換える「人工関節置換術」があります。

　

❷変形性股関節症
　変形性股関節症は、股関節を構成する骨盤
の骨と、大腿骨の頭の部分の軟骨と骨が変形
し、痛みを引き起こす病気です。

◆治療法 
【保存的治療】
●鎮痛剤
●運動療法による筋力強化
　上記のような方法がありますが、関節内注
射は膝関節のように簡単ではないため、治療
の中心は手術になります。
【手術治療】
　すり減った軟骨や傷んだ骨を取り除き、金
属やプラスチックでできた人工関節に置き換
える「人工股関節置換術」は、痛みが消える
可能性が高く、3週間程度の入院でできま
す。

　整形外科では、
●急性疾患：外傷（骨折や靭帯損傷など）
●慢性疾患：骨粗しょう症
　　　　　　脊柱管狭窄症
　　　　　　変形性関節症
などの診療をしています。慢性疾患の場合、
痛みがあっても、機能に多少問題があって
も、深刻でなければ、様子をみる人が多いの
が現状です。ご自分で誤った選択や判断をし
ないよう、次のようなことを参考にしてくだ
さい。

骨粗しょう症
　骨粗しょう症とは、骨の量が減ってしま
い、また、骨の微細構造も変化し、骨折を起
こしやすくなった状態のことです。軽く打っ
たり、ちょっと転んだだけで骨折したり、転倒し
なくても、ひねっただけで骨が折れることも
あります。80歳代の女性では半数、男性では
3割が骨粗しょう症であるといわれています。

◆たかが骨折、されど骨折 
　骨粗しょう症になると、一番怖いのが骨折
です。骨粗しょう症の人は、簡単に骨折し、
そのまま寝たきりになるケースも多く、骨折
後の死亡率も高くなってしまいます。骨折を
しないこと、予防することが重要です。

◆骨粗しょう症の治療法 
【薬物療法】 
　カルシウム製剤や、骨が溶け出すのを抑え
る薬など、最近では、骨を作る力を増強させ
るものもあります。

【運動療法】
　運動で骨に適度な負荷をかけることで、骨
密度を保つことを助け、また、日光を浴びる
ことで、骨を形成する作用をもつビタミンD
を活性化させる。

脊柱管狭窄症
　脊柱管狭窄症とは、脊柱管（脊髄神経が通
る、背骨の中の管）がさまざまな原因で狭く
なり、中を通っている神経が圧迫されて症状
を引き起こすものです。

　症状には、
●腰痛
●下肢の痛み
●下肢のしびれ、感覚障害
●間欠性跛行（少し歩いただけでだるくなっ
たり、歩けなくなったりするが、少し休む
とまた歩けるという症状が繰り返される）
●排尿障害
●運動障害
などがあります。

◆治療法 
【保存的治療】
●筋力強化
●コルセット装着（腰の固定）
●内服薬などで痛みやしびれを軽減
●神経根ブロック（神経周囲への薬の注射に
より痛みを遮断）

【手術治療】
 後方除圧術といって、骨の一部を削り、圧
迫された神経を後ろに逃がす方法です。術後
2日から1週間で歩行を開始でき、早ければ2
週間で退院できます。

❶変形性膝関節症
 変形性膝関節症は、膝の軟骨がすり
減ってしまい、
●朝、膝に違和感がある
●立ち上がるとき、階段を下りるときに痛い
●歩くときに痛い
●夜間に痛い
●変形している
などの症状がある状態で、50歳くらいから発
症が増え、700万人の患者がいるといわれて
います。女性に多いのが特徴です。
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減ってしまい、
●朝、膝に違和感がある
●立ち上がるとき、階段を下りるときに痛い
●歩くときに痛い
●夜間に痛い
●変形している
などの症状がある状態で、50歳くらいから発
症が増え、700万人の患者がいるといわれて
います。女性に多いのが特徴です。
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80歳代になると女性の半数、
男性の3割が骨粗しょう症

患者数は500万人から1,000万人ともいわれています。
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圧迫された
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症状が起こる状態

正常 関節症

　軟骨がすり減ってしまい、滑らかに動かなくなっ
た骨の表面を切り取り、人工の関節に取り替える。

人工関節置換術

正常 股関節症
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生活の質
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治療の必要があります。

狭くなって
います

若い人の骨量の平均を100％とすると、
骨量が

70～80％＝骨量減少症
　特に、喫煙、酒量の多い人、家族に
大腿骨頸部骨折の経験者がある人

70％以下＝骨粗しょう症
　また、軽い外傷でも骨折をした人
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日光を浴びることも
重要です。運動療法

カルシウム製剤、
ビタミンD、
K製剤、
ビスホスホネート製剤、
女性ホルモン

Ca

脆弱性骨折を
起こさないことが重要です。

・骨折
・移動能力の低下
・死亡率の上昇

骨は必ず弱くなる

ぜいじゃく
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